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ス
ル
プ
レ
ー
を
展
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小
鹿
西
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

  

「
第
十
三
回
小
鹿
・
西
郷
地
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
大
会
」
が
六
月
十
五
日

に
鳥
取
市
河
原
町
の
鳥
取
市
山
手
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
小
鹿
・
西

郷
地
区
の
愛
好
者
約
八
十
人
が
参
加
。
プ

レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
友
好
を
深
め
ま
し

た
。 

 

こ
の
大
会
は
、
中
津
と
鳥
取
市
河
原
町

の
間
が
大
規
模
林
道
で
つ
な
が
っ
た
こ
と

を
記
念
し
て
十
三
年
前
か
ら
毎
年
、
会
場

を
交
代
し
な
が
ら
開
い
て
い
る
も
の
。
当

日
は
、
と
き
お
り
雨
が
ぱ
ら
つ
く
あ
い
に

く
の
空
模
様
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、
日

ご
ろ
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
な
が

ら
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
ま

し
た
。 

成
績
は
、
団
体
の
部
で
、
神
倉
Ａ
チ
ー

ム
が
第
二
位
、
個
人
の
部
で
は
、
西
小
鹿

の
山
本
邦
彦
さ
ん
が
第
二
位
、
吉
田
の
山

本
鈴
江
さ
ん
が
第
四
位
で
し
た
。 

な
お
、
競
技
終
了
後
に
は
、
会
場
を
西

郷
地
区
公
民
館
に
移
し
て
、「
交
流
会
」

を
開
催
。
西
郷
地
区
の
皆
さ
ん
が
演
じ
る

郷
土
芸
能
を
楽
し
み
な
が
ら
、
愉
快
な
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
来
年
の
交
流

大
会
は
、
会
場
を
町
内
と
小
鹿
地
区
に
移

し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
。
小
鹿
に
住
む
私

た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
、
西
郷
地
区
の
皆
さ
ん

を
歓
迎
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

 

安
全
対
策
を
万
全
に 

 

神
倉
捨
石
た
い
積
場
管
理
計
画
を
説
明 

  

「
神
倉
捨
石
た
い
積
場
の
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
の
説
明
会
」
が
四
月
十
八
日
に

バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
区
長
等
関

係
者
約
二
十
人
が
出
席
。
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構 

核
燃
料
・
バ
ッ
ク
エ
ン
ド

研
究
開
発
部
門 

人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン

タ
ー
の
職
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。 

 

「
神
倉
捨
石
た
い
積
場
」
は
、「
鉱
山

保
安
法
」
及
び
平
成
二
年
に
締
結
さ
れ
た

「
環
境
保
全
協
定
」
に
基
づ
き
、
人
形
峠

環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
が
空
間
ガ
ン
マ
ー
線

線
量
率
や
河
川
水
を
定
期
的
に
測
定
し
、

管
理
目
標
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
を
第
一
に
維
持
管

理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
、
鳥
取
県
中
部
地
震
や
台
風

に
よ
る
豪
雨
で
、
神
倉
捨
石
た
い
積
場
で

は
、
地
割
れ
等
の
危
害
が
多
数
発
生
し
、

（
こ
れ
ら
の
被
害
は
、
復
旧
済
み
）
ま

た
、
施
設
設
置
後
約
四
十
年
が
過
ぎ
、
経

年
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人

形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
が
調
査
・
解
析

を
進
め
、
適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

今
後
の
「
神
倉
捨
石
た
い
積
場
」
の
安

全
対
策
と
し
て
人
形
峠
環
境
技
術
セ
ン
タ

ー
は
、
地
震
対
策
と
し
て
、
令
和
元
年
度

に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
盤
、
地
層
、

地
下
水
位
を
調
査
す
る
等
、
安
全
解
析
に

必
要
な
土
質
物
性
デ
ー
タ
収
集
を
実
施
す

る
計
画
。
ま
た
、
高
経
年
化
対
策
と
し

て
、
令
和
元
年
度
に
、「
か
ん
止
堤
対
策

工
事
」
等
を
行
う
計
画
で
す
。 

 

出
席
者
は
皆
、
小
鹿
地
区
の
住
民
の
健

康
等
に
か
か
わ
る
重
要
な
問
題
だ
け
に
、

真
剣
な
表
情
で
、
説
明
に
耳
を
傾
け
「
工

事
に
伴
う
重
機
の
安
全
運
行
に
万
全
を
期

し
て
ほ
し
い
」
等
の
要
望
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。 

大
勢
参
加
し
て
ね 

小
鹿
川
と
親
し
む
会
（
魚
の
つ
か
み
取
り
） 

  

小
鹿
地
区
の
夏
の
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト

「
小
鹿
川
と
親
し
む
会
（
魚
の
つ
か
み
取

り
）」
が
、
今
年
も
、
八
月
四
日
（
日
）

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
高
橋
地
内
の
小

鹿
川
と
バ
ン
ビ
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催
さ

れ
ま
す
。 

 

「
小
鹿
川
と
親
し
む
会
」
は
、
太
古
の

自
然
を
残
し
た
小
鹿
川
に
も
っ
と
関
心
と

愛
着
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
る
催
し
。
町
報
と
一
緒
に
、
各
世
帯

に
申
込
書
を
配
り
ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆

さ
ん
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

小
鹿
地
域
協
議
会
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

上
位
入
賞
を
目
指
し
て
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
展
開

位 

小
鹿
地
域
協
議
会(

令
和
元
年
七
月) 


